
２５日の給食に、待望の 

ココア揚げパンが出ました。 

子ども達の気分もアゲアゲ。 

美味しいものを食べると、 

人は幸せになりますね       

２                                  坂 下 南 小 学 校  

    学 校 だ よ り 
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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

何でもない一言が ～言葉は強いメッセージツール～ 
 何でもない一言が、落ち込んで崩れ落ちそうな気持ちを救ってくれることがあります。 

何でもない一言が、どうやっても消せない傷を、心に残してしまうこともあります。 

下の文章は、松浦弥太郎さん（エッセイスト）が書いた本の一節です。25日のお昼の 

放送で、全校の子ども達に読み聞かせました。 

 

  子どもの頃、同じクラスに知的障がいがある男の子がいて、みんなでよく一緒に遊ん 

でいました。 

  ある夏、友人が彼に「おまえなんか死んじゃえ」と言ったことがあります。愛嬌があ 

る子だったし、まだ小学校の低学年なので、ふざけているとき、何の気なしに発した言 

葉だったのです。言われた彼も、周りの友だちも、けらけら笑っていました。その頃の 

子どものやりとりだと、「死んじゃえ」という言葉はごく軽いものだったと思います。 

  彼が海でおぼれて死んでしまったのは、数日後のことでした。 

  誰かのせいではないということは、わかっていました。友人が「死んじゃえ」と言っ 

たから、彼がおぼれたわけではないと。 

しかし、僕は深くショックを受けました。 

 「死んじゃえばいい」という言葉が、本当になってしまうということ。 

 死んでしまった友だちには、「死んじゃえなんて言ってごめん」と謝ることは、どう 

やったってできやしないということ。 

 いったん口にしたら撤回できない言葉の恐ろしさが、臓腑までしみ通るような出来事 

でした。 

 

言葉というのは、メッセージを伝える強いツールですね。だからこそ慎重に取り扱わねばならないと、

自分にいつも言い聞かせています。言葉は、命を救うツールにも、命を奪うツールにもなるのですから。 

ついに登場！ 

ココア揚げパン 
 

「教育講演会＆キャリア教育」のご感想ありがとうございます♬ 

 息子さんとの温かいエピソードを聞いて、素敵な親子の絆だなと思いました。私も息子が高校生になっ 

たら、毎日作れるか分かりませんが（笑）完食してもらえるようなお弁当作りをしたいと思いました。 

あと、お子さんの為に作った歌やふるさとを想う素敵な歌を聴けて、とても心温まる楽しい時間でした！！ 

貴重な時間を作ってくださりありがとうございました！              （２年生の保護者様より） 

 

 歌からはじまり、最初からとても楽しくお話を聞かせて頂きました。約束とはいえ４６１個のお弁当を作る事

が難しい時もあったと想います。私にはできるのだろうか？ なんて自分と重なりました。とっても息子さんへ

の愛情を感じられ、また息子さんが親に対する愛も伝わってくる、そんな講演会でした。 

            （１年生の保護者様より） 


